
　

No.

1 16-17

2 18

3 17

4 16

5 14

6 13-14

7 16-17

8 16

9 18

10 15-16

11 17-18

12 15

13 15-16

14 14

15 16-17

16 16

17 14

18 17

19 17

20 16-17

21 16

22 16-17

23 16-17

24 12-13

25 16-17

26 19

27 19

28 15-16

大名の公式行事は、表御殿
お も て ご て ん

の「書院
し ょ い ん

」あるいは「広間」で行われた。御殿の各部屋に設けられた飾り付け専用の空間－床の間・違棚
ちがいだな

・書院床
し ょ い ん ど こ

－には、武家の故実にそって各種の道具が飾られた。殿中の飾り付けや典礼を「室礼」といい、江戸幕府はその手本を室町幕府の故実にもと

めたので、足利将軍家が秘蔵していた「東山御物
ひ が し や ま ご も つ

」を第一に、唐物
か ら も の

と呼ばれる中国製の品々を中心とした飾り付け法が規式とされた。

多くの書画や工芸品の産地が中国であっても、それらを飾り道具に採りあげ、とりどりに組み合わせ、調和の美を創り出したのは室町の武

家社会であり、その美意識や価値観は、そのまま江戸時代の大名家に伝えられた。

　名品コレクション展示室



No.

1 13-14

2 16

3 14-15

4 12-13

5 18

6 18

7

8 19

9 19

10 18-19

11 19

12 16

13 18

14 16

15 17

16 18

17 16-17

【鎖の間】
天井から炉の上に鎖を吊って釜が掛けられるようにしてあったところからこの名がある。この部屋では四季を通じて釣釜
がもちいられた。茶室と書院（広間）の中間に位置する座敷で、性格的には書院に属し、接待などに半ば公式的にわれた。


